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1. はじめに

この文書は，第５３回自動制御連合講演会での講演論文の書き方について記述したものです．この文書を参考に講演論文を作成ください．

講演論文集をCD-ROMにて発行するにあたり，電子フォーマットとしてPDF(Portable Document Format)にてご提出ください．なお，論文原稿のPDF変換は著者の皆様方ご自身で行っていただきます．
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Fig. 1 Sample format

2. 用紙サイズと論文の長さ

用紙サイズをA4とし，左右の余白を15mm，上下の余白を20ｍｍとして下さい．講演論文の長さは2～6ページとします．ただし，PDFファイルの大きさは，1.2 MB(メガバイト)以内とします．

3. 書式

3.1. １ページ目の書式　　表題（和文，英文，12ポイント以上の文字を使用），著者名及・所属（和文，所属は括弧で囲んで略記，講演者には○印），著者名・所属・所在地（英文），英文アブストラクト（80から100words程度），英文キーワード（5語句程度）の順に記載して下さい． 
3.2. 本文　　本文の体裁は2段組・中央の空白を10ｍｍとし，片段1行あたり26文字・1頁あたり60行以内を目安として下さい．文字は9ポイント～11ポイントを標準サイズとし，明朝体やTimesといった標準的なフォントをご使用下さい．

3.3. 図・表　　図や写真にはできる限り鮮明なものをご使用下さい．図・表中の文字は7ポイント以上のものをご使用下さい．図・表のタイトル及び説明は英文で記載して下さい．
3.4. 式の表記　　式の前を2文字程度空け，
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のように記載します．タブリーダーは無くても結構です．

4. スタイル「見出し1」
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5. 文献

本文中の引用箇所には，文章の右肩に小括弧を付した番号を記入し，原著文献を末尾にまとめて明記して下さい．

6. おわりに

このサンプルファイルは目安としてご活用くださいますようお願いします．
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